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論 文 内 容 の 要 旨 
 

本稿の目的は、グローバルな正義を実現するための動機について考察することをとおして、リベ

ラル・ナショナリズム論を改善することにある。一般的な人々がグローバルな正義実現に貢献した

いと思えるような理論を構築することで、そうした動機づけの問題の検討の不十分さを指摘されて

きたリベラル・ナショナリズムの議論をよりよいものとすることを目指している。 

第１章「問題状況――一般的な人々を動機づける必要性」では、そもそもなぜ政治哲学とくにグ

ローバルな正義論において動機づけの問題の検討が必要なのかを明らかにし、その動機づけは主と

して誰を対象としたものでなければならないのかを論じている。メタ倫理学におけるヒューム主義

やヨラム・ハゾニーによる政治哲学の類型化を参照しながら動機づけの問題は政治哲学における根

本的な問題の一つであることを示したうえで、動機づけのための議論は一部の英雄的な人々ではな

く大多数の一般的な人々を主たる前提としなければならないことを提示している。 

第２章「リベラル・ナショナリズム論の課題」では、リベラル・ナショナリズムに基づくグロー

バルな正義論の問題点を明らかにし、それをいかにして改善していくべきかについての若干の考察

をおこなっている。デイヴィッド・ミラーのいう「正義をめぐるズレ」を少しでも狭めていくため

には、動機づけの問題の検討のほか、国内的な社会正義とグローバルな正義との関係性の再検討や

ナショナル・アイデンティティの性質の再考が必要だと論じている。 

第３章「コスモポリタンによる動機づけの理論」では、コック・チョル・タンの議論を中心にコ

スモポリタニズムの論者による動機づけの議論の批判的検討を、第４章「リベラル・ナショナリス

トによる動機づけの理論」では、パティ・タマラ・レナードの議論を中心にリベラル・ナショナリ

ズムの論者による動機づけの議論の批判的検討をおこなっている。どちらの議論も参考にすべき点

はあるものの、一般的な人々を動機づけるには不十分であると批判している。 

第５章「一般的な人々は何によって強く動機づけられるのか」および第６章「ナショナル・アイ

デンティティの明瞭化の条件」では、実際に動機づけのための理論を構築している。本稿が提示す

る動機づけの理論の骨子は、以下のようなものである。まず、一般的な人々を強く動機づけるには

自己利益に頼ることが有益だと思われるが、そうした人々にとってのとりわけ根源的な自己利益は

個人的アイデンティティが円滑に明瞭化されることにあるのではないだろうか。もしそうであれば、

個人的アイデンティティの重要な構成要素とは何かが問題となるが、私はそれはナショナル・アイ

デンティティであると考える。では、そのナショナル・アイデンティティはいかなる条件のもとで

より円滑に明瞭化され得るのか。そのネイションが国内で良心および表現の自由を保障し、福祉や

教育の制度を整え、ナショナルな自己決定を達成していることも必要だが、それだけでは十分では

ない。ナショナル・アイデンティティは関係的なアイデンティティであるゆえに、あるネイション

のアイデンティティの明瞭化には他のネイションからの影響が不可欠なのである。だとすれば、地



球上のあらゆるネイションがその国内で良心や表現の自由の保障といったような条件を満たし、彼

ら自身のアイデンティティをある程度明瞭化できる環境にあることが必要となる。そのような世界

を創りだすためには、ミラー的なグローバルな正義（基本的人権の保障、搾取の禁止、ナショナル

な自決の達成の援助）の実現が求められるのである。すなわち、ある人がみずからのアイデンティ

ティを円滑に明瞭化したいと考えるならば、その人の所属するネイションのアイデンティティが十

分に明瞭化されていることが不可欠となるが、それにはその他のあらゆるネイションもそのための

条件を整え一定程度彼ら自身のアイデンティティを明瞭化できていることが必要なのである。この

ように、個人的アイデンティティとグローバルな正義とはナショナル・アイデンティティを媒介と

してつながっているのであり、このことはグローバルな正義を実現するための動機となるのではな

いであろうか。 

第７章「リベラル・ナショナリズムから導きだされる動機づけの理論」では、以上のような議論

を整理したうえで、それがリベラル・ナショナリズム論と一貫したものであり、その理論的発展に

寄与していることなどを示し、投げかけられ得る批判への応答を試みている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


